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Tygarrup monoporus sp. nov. ヒト アナ モイ フワ ジム カ デ GERENS 

体長 17 mm。 体 色 は 黄色 で 歩 肢 41 対 。 頭 板 の 長き と 幅 と の 比 は 6: 5 CUBEH IEEE D Eh, fi $y 
は 頭 板 長 の 約 2. 1 倍 に 達する 。 額 講 は 存在 する 。 前 額 板 は せま く , 中 央 に お いて 最も 狭く , EAB ce 
や 広がり 網目 状 を 呈す ナ 。 刺 毛 は 前 緑 両 隅 ( に 1 対 ちる 。 後 額 板 は ひろ く 無 綱目 状 で 左右 に 分 れず , 約 30 AR 
(M る か 後部 1/3 CARE A. RRG HEREMAIA ¢ BRECH, LERRA < 

CHA CRI RRE ES SPP BBIR LL, PORE HL 7 PRICE BELO REDE Edd 2. Mm 

Vida い 。 AUTA 5 倫 葉 が あり , 第 1 葉 に は 6 MBE, BA 2 Bic OMB, 第 3 REI 8 歯 。 7h 4 BEIC 6 
Pa, 第 5 葉 は 不 完全 で 2 一 3 歯 が あ る 。 第 1 小 許 の 高 基 節 は 中 央 に 境界 線 を 有 し て 接し , SBE LIC 2 刺 毛 
基 節 突起 に は 4 一 5 本 の 刺 毛 を 有 し , いずれ も 透明 な 弁 片 を 伸 出 する 。 第 2 小 用 の 基 節 は 中 央 綱目 状 部 を 
有 し て 完全 に 疹 人 台 し , 端 東 敵 部 に は 15—18 FOREAU So, BRO RTI 2 小 突起 あり , 中 
A, 前 能 分 前 端 に 近く 1 小 突 起 , BRBD S, BERBIA Lo iple D D, 路 節 は 無 歯 。 全 体 し 小 刺 毛 を 散 
生 す る 。 胸板 の 和 東毛 は 小さ く , 胸板 条 は 後 縁 中 央 より 中 ほど まで の びる が 先端 分 岐 せ ず , 第 1 一 13 胸板 に 
存 し 後方 の 胸板 に は な い 。 育 板 に は 2 GERD 5. 最終 歩 法 の 基 節 中 央 に は 大 き な 腺 孔 1 個 を 有 し , 内 縁 中 
央 より 後 緑 に か け i レ て いる 。 最終 胸板 は 舌 状 で 後 縁 C そ っ て 敏 刺 毛 が 密生 する 。 端 孔 は 存 
在 す る 。 最終 歩 肢 に は 爪 は 

Holotype: 1957 年 s 神奈 川 県 真鶴 海岸 で 筆者 採集 。 筆 者 保存 。 

本 種 の 特徴 : 日 本 産 の 本 属 に は moiwaensis と takarazimensis の 2 種 が あり , takarazimensis は java- 
nicus ERICE 45 対 で , 体 に 黒色 得 絞 が ある の で 本 種 と 区 別 で きる 。 また 中 央 アジ ア EK 分 布 す る 
asiaticus は 第 2 小 顎 の 端野 人 爪 を 欠く の で 本 種 と 区 引き れる 。 ARE moiwaensis と 酷似 する が 下記 の 特徴 
で 既知 種 と 異な っ て いる 。 (0) 体 色 黄色 で “aH 41 対 。 (2②) 上 大 側 綾 に は 微小 な 縁 毛 を 列 生 する 。 と の 点 で 
本 属 の 既知 種 の ら っ ず れ と ゞ RAD Dicellophilus に 似る が D. RICANS LEGO 綻 細線 は ない 。 (3) 
胸板 条 は 1 一 13 胸板 に 存 し , 胸板 条 の 先端 は 分 岐 し な い 。 (4) BARRO ATBRRB IC 1 Je, RE IJE 
AL, BfbislUPgBüUcHzee dH LEV. (5) 基 節 腺 孔 は 1 (E. 

( 附 記 ) 本 属 の 分 布 は ギニア ,。 UU, ニュ ー ギ ニア , マラ ッ カ , タシケント な PES, 亜熱帯 に 及び , 本 
邦 で は トカ ラ 和 群島 宝 島 お よび 北海 道 か ら 知ら れ て いた が , 今回 その 中 間 C ふ 分布 する と と が 確認 され た わけ 
で ある 。 

、 Mecistocephalus manazurensis sp. nov, イマ ナガ ズ ジ ムカ デ ( 新 称 ) 

体長 22 一 25 mm, HA BE CIES S ICI CUADISTE REL, そ OJLOTBIBCCU IE PRR IC oT 
25D RD RAR O 2. EIRUCSORU TALICH S o. WRECHU C In MARLEY BL CRS 02: 
Bd Li. Ak 45 対 。 BENIM o RORE RROK 1.5 倍 , 前 緑 は 後 緑 の 幅 の 約 1.6 55 0, Hi 

CRRA . WWRARIC IL AICS 3 本 の 刺 毛 が 対 季 的 に 生じ , 網目 状 を な す 。 TAREA (X AIRRA & 3 S [d 
大 で 無 綱目 , MAE, MERE (Ge IC BCIO TIE RAT. PIMs. KEIC A 柳葉 が あり , 第 
138 7 Bp, 第 2 葉 tc 8 歯 , 第 3 葉 7—8 HS, 第 4 葉 に 約 5 歯 が ある 。 他 拓 第 4 SEO FE IC ERO BE Fr 25 あ 
0, Cab ORI EH uS C CIEIXISEKS LEPEH URT 1 Bg, BI GECE Ed LV. 8 1: 
HORUS 1 一 2 本 の 刺 毛 が あり , EUCH HE, 基 節 突起 た は 4 本 位 の 刺 毛 が ある 。 第 2 小 顎 の 基 節 
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Fig. 1 T'ygarrup monoporus sp. nov. 
1, Crypeus, 2,3. Labrum, 4. First and second maxillae, 5. Toxicognatha, 


6. Fifth ventral plate, 7. Last end of body. 


CH) 


NII-Electronic Library Service 


The Zoological Society of Japan 


214 動物 学 Reg 


Fig. 2 Mecistocephalus (M.) manazurensis sp. nov. 
l. Head, ventral view, 2. Postcrypeus and labrum, 3. Mandible, 
maxillae, 5. Prefensor, 6. Tenth dorsal plate, 
ventral plate and anal segment. 


4. First and second 
7. Twelfth ventral plate, 8. Last 
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ISIE L, PRIMA eT. BBC EEE 03:5 2. WSEOBREBUNIC 1 RIFE, REIR 
iA WEE, その 背面 に 数 刺 毛 か あり , BEC は 十 数 本 の 刺 毛 が あり 。 爪 は 細く と が っ て いる 。 MEDER 
前 緑 に は 2085: 0, BUERBDU D BH, 通 節 の 歯 は 小さ l, RE ce X l, HORM OPEL 
いる 。 全体 に 刺 毛 が 教生 する 。 胸板 条 は 前 端 分 岐 せ ぬ 。 Wal dee n Fey a va, GARICI ROBE 
BAVEL TOS $ 1 歩 肢 は 第 2258508] 2/5 の 長 さ で 一 般 歩 球 の 田 毛 は 長い 。 最 終 胸板 は 後 敵 に く び 
れ が あり , 桶 形 の 大 きた 前 部 と 長生 円 形 の 後部 に 分 れ , "——— TP 
多数 。 特に 後 線 に そっ て 生じ て に る 。 基 側板 の 団 毛 ! は 長く 疎 で , 基 節 腺 也 は 13—14 偏 存在 。 敵 孔 は 基 節 腺 
孔 の 最大 の も の ょ り 更 に 大 きい 。 

Holotype: 1#, 1957 年 9 月 20 H, 4 AJR Ede. 

Allotype: 1H, 同時 局所 で 得 ら れ た 。 

Paratype: ljW, 1951 Æ 9 H 15 A, 静岡 県 下田 で 筆者 採集 。 い ずれ も 筆者 保存 。 

本 種 の 特徴 : 45 対 の 歩 野 を 有する Mecistocephalus 属 の 種 は 既知 6 種 ち り , その うち 本 種 は okabei, 
satumensis (CHEWS o 2^ RR BUERBDIC 1 歯 を 有する 点 で 異な り , AR FETE RL ORE tL marmoratus に 似る 。 
また 最終 胸板 が 後方 に K く びれ を 有 し て いる と と せ は capillatus や satumensis と 同様 で ある か > BSJEoORBI ED 
MRICS DRESE (ER CHS TERE お いて 区 別 さ れる 。 次 に 主 を 特徴 を 掲げ る 。 0) 体 C 灰 黒色 
斑紋 あり , 背面 人 2 綻 条 の 黒 帯 が あ 2, (2) AMORMER 4 枚 。 3③) MENEE 1 歯 。(④ 最終 胸板 は く 
びれ て 朱 形 の 広い 貴 練 毛 の 前 部 と 長 醒 円 形 の 短 か い 微 還 毛 が 密生 し た 後部 と に 分 れ て いる 。 (5) 端 孔 は 極め 
て 大 きい ( 基 節 腺 孔 の 最大 の も の より 更に 大 きい )。 

な お 。 ME M. Bo 45 対 肢 の 既知 種 は 2 種 あ り , momotoriensis は 三 三重 県 答志 島 桃 取 に 於 て , satumensis 
は 鹿児島 県 枕崎 海岸 に て いずれ も 1 頭 だ け 採 集 さ れ た ゃ の で 優 体 数 は 少な を いよ うに 思わ れる 。 本 種 は 真 観 海 
Bhs FUNK AGH CGH 5 頭 得 られ を た が, すべ て 高潮 帯 の 砂 中 か ら で あ る 。 と の よう 5 な 場所 棲息 する 種 
と し て は Nesogeophilus littoralis が ある が , 呼吸 。 食性 その は か ゝ 生活 史 の 上 で 特異 な 種 と 考え られ る 。 

最後 採集 に あたっ て 便宜 を 和 写 を ら れ た 拭 浜 国立 大 学 酒井 恒 教 授 に 厚く お 礼 申し 上 げ る 。 本 研究 は 文部 省 
科学 研究 助成 金 (奨励 研究 ) の 使用 に よる 。 l 


Résumé 


Taxonomical and Morphological Studies of Myriapoda 
VIL Two New Species of Mecistocephalidae (Chilopoda) 


Keizaburo SHINOHARA 
Warabi Kótó Gakko, Saitama 


1. Tygarrup monoporus sp. nov. ! 

Body length about 17 mm. Pairs of legs are 41. General colour yellow but head and prefensors 
deep brown. The ratio of length to width of cephalic plate is 6 : 5, and the posterior margin is 
shorter than the anterior. Frontal plate discretes. Areolate precrypeus is V-shaped and most narrowed 
on middle of it, which is no setae but each side with a long geminate setae. The wide non-areolate 
postcrypeus with about thirty median short setae, but posterior third without. Median piece of labrun 
cuneiform, lateral lobes with many cilia long and short, but without longitudinal sutures. Mandible 
with five pectinate lobes, first with 6, second 9, third 8, fourth 6, fifth 2—3 (incomplete) teeth. 


Coxopleura of first maxillae with clearly median suture, telopodite with 2 setae and coxal process 
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with several setae. Syncoxite of second maxillae areolate, completely adhered. Telopodite of it with 


15—18 setae on distal article, and claw is small. Anterior margin of syncoxite of toxicognath with 


iwo teeth at middle, prefemur with a tooth, femur and tibia each with a small process, tarsus with- 


out. Ventral stripe presents from the first to thirteenth sternites. Anal leg with no claw, and coxal 
pore only large one. Anal pore presents. 

Holotype: One female from Manazuru, Kanagawa Pref., Sept. 22, 1957 collected by the author. 
2. Mecistocephalus (Mecistocephalus) manazurensis sp. nov. 

Body length 22—25 mm. Pairs of legs 45. General colour yellowish brown with dark spot except 
last segment, therefore it seems two longitudinal dark stripes. Head is deep brown but toxocognath 
segment is lighter colour than that of head. The ratio of length to width of cephalic plate is 3: 2, 
Areolate 


trapezoid, and anterior margin of it is 1. 6 times the posterior. Frontal portion discrete. 


precrypeus with symmetrical three setae on each side, but postcrypeus non-areolate and without setae. 
Lateral plate with several setae on posterior half. Mandible with four pectinate lobes, first 7, second 
8—10, third 7—9, fouth 5—7 teeth and non-pectinate one. Median piece of labrum wedge-shaped 
and no cilia on lateral piece. Coxite of the first maxillae with 1—2, telopodite with 1, coxal process 
with 4 setae. Syncoxite of the second maxillae well adhered, several setae with each side and areolate 
on middle. Femur of telopodite with one, tibia several, tarsus about thirteen setae, and claw is sharp. 
Prefemur stout, with a large tooth, tibia with one tooth, but femur with a small process, Ventral 
stripe presents, NOt branched. Dorsal setae are long ‘and short, but ventral are short relatively, Last 
ventral plate conMtricted and divided into two parts, anterior part with long setae but shorter posterior 
is covered by urherous finespun hairs. Coxal pores of anal leg are 13— 14. Large anal pore pre- 
sents. 
Holotype: One female, Manazuru, Kanagawa Pref., Sept. 20, 1957 collected by the author. 


Allotype: One male, data same as above. 


E 2 
本 誌 第 70 巻 第 5 号 に 下記 の 誤り が あり まし た の で 訂正 いた し ます 。 
A 行 ES 正 
134 10 EFF 751, EFF (51, 
137 第 3 表 Pa の 項 aadd aadd 
調和 肢 不調 和 肘 調和 肢 不調 和 肢 
2* 2% 
第 3 (E) p. 138 の 第 4 図 の 図 が 入る 
終り か ら 2 行 aadd apdd 
138 第 4 [x] ( 図 ) P. 137 の 第 3 図 の 図 が 入る 
第 4 図 の 説明 英文 2 行 The was The transplant was 
140 14 と えろ が と と ろ が 
文献 5 行 田岡 岡田 
141 2 skelton skeieton 
5 jugded judged 
19 oposite opposite 


第 3 図 の 説明 英文 1 行 


aa, dd-transplantation 
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aa, dd-transplantatio 
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